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●平成２２年１２月１５日（理事会）
　（1）公益社団法人の認定を受ける。申請は平成２３年度中に行う。

　（2）公益社団法人移行に向けた基本理念（方針）として

　　　協会・会員が県民から信頼され、安心されるよう公益目的事業（法定検査等）を進めていくために、

　　　①事業の透明性、公平性の推進（定款、役員氏名、組織、事業内容、予算・決算、　　　　

　　　　主要規程等をホームページにより公開、県民意見を聞く場の設定等）

　　　②事業内容の一層の充実（検査技術の向上、環境保全活動等への支援）

　　　③顧客サービスの向上（検査手数料のコンビニ収納、振込手数料の協会負担、接遇等職員研修の実施等）

　　　を推進する。

　（3）公益目的事業は、法定検査業務と機能保証業務とする。

●平成２３年１月１２日（理事会）
　新公益社団法人は、公益目的事業（法定検査や機能保証受付事務）と関連の深い浄化槽普及啓発等　　

の団体事務を一体的に行う。

●平成２３年４月２６日（理事会）
　支部は現行どおりの任意の組織としてスタートさせ、必要があると認めるときに法的組織について検討

する。

●平成２３年５月２５日（通常総会）
　公益社団法人への移行の報告とその認定に向けて理事会において諸課題の検討・整理をすることについ

て承認された。

●平成２３年７月８日（理事会）
　（1）理事に外部から法律、行政、学識経験者等 3名を入れる。

　（2）監事 3名のうち 1名を公認会計士等とする。

●平成２３年８月２６日
　（1）目的（定款第３条）：原案どおり決定

　（2）事業計画（定款第 4条）：原案どおり決定

　（3）入会金は 20,000 円、会費は年間 12,000 円とする。

　　　ただし、支部納入分については各支部で独自に決める。

　　

●平成２３年９月２８日（理事会）
　（1）支部推薦の理事数は従来どおり２１名。従って、理事総数はこれまでの２３名に外部理事３名を　

　　　加え２６名とする。

　（2）業務執行理事は、理事長に加え、副理事長３名及び専務理事とする。

　　　各業務執行理事の職務は、副理事長は各々総務財政関係、事業推進関係及び法定検査関係とし、専　

　　　務理事は正副理事長を補佐し、法人業務を執行することとする。

公益社団法人移行に向けた理事会等における検討・決定経過
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　（3）日当は従来どおり、１日当たり県内５，０００円、県外１０，０００円とし、平成２３年度は引き　

　　　続き停止とし、平成２４年度から支給を再開する。

●平成２３年１１月２９日（理事会）
　（1）定款上の理事数は２３名以上２７名以内とする。

　（2）公益社団法人の認定を受けた場合、行政庁により毎年度収支決算報告書についてチェックをうける

ことになるが、これについては収支相償を基本原則としている。

　　　一方、当協会では新事務所の建設を予定しており、その資金は借入を余儀なくされる状況にある。ま

た、正味財産計算書においては建物の減価償却費及び利子は経費に認められるが、元金は認められな

いので、それを剰余金で充当する必要があり、その是非の見通しについて、行政庁との協議を含め再

度詳細に調査・検討することになった。

●平成２４年２月１３日（理事会）
　（1）借入金をもって収支相償を充たすことは原則認めないが、借入を起こして建設投資を行うことはあ

　　　り得る。この場合、個別事業で判断する。借入金の返済が認められる 3つの要件として、

　　　①借入金によって資産を取得することが必要不可欠で、当該資産が公益目的事業に正しく使用される

　　　　か。（他の事業のために転用可能なものではないか。）

　　　②借入金による以外資金調達方法はないか。（リース契約等で対応できないか）

　　　③剰余金が間違いなく返済に充てられるか。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上公益法人協会の解釈）

　　　県総務課に照会した結果も同様の回答であった。

　（2）これらの要件を今回の協会の事務所建設の事例に当てはめると、すべての要件を排除（否定）され

　　　る可能性は極めて小さいものと推測される。

　（3）また、このような事例は他県でも求められている例もあることから、認定審査過程において、建設計

画や資金計画が具体化した段階で、事務所建設資金は借入し、その返済（元金と減価償却費及び利子

の差額）については、剰余金を充てることを説明し、その実現可能性を見極める。万が一、それが認

められない場合には、公益認定申請を取下げ、再度一般社団法人の申請を行う。

　（4）臨時総会を３月６日に開催する。その結果を踏まえ、平成２４年３月中に公益法人認定申請を提出

する。ただし、設立登記の日は、平成２５年４月１日とする。

　（5）総会に付議すべき変更定款（案）及び諸規程（案）等について決定した。

●平成２４年３月６日（臨時総会）
　定款の改正及び社員総会規程等の制定について承認された。

●平成２４年３月２２日
　公益移行認定申請書を県に提出した。

●平成２４年４月２５日（理事会）
　理事会運営規則及び委員会規則等について承認・決定した。
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　平成２４年５月３０日（水）茨城県市町村会館において、

第３８回通常総会が開催されました。来賓として、県生活

環境部環境対策課長、県民センター総室県央環境保全室長、

各県民センター環境・保安課長、茨城県合併処理浄化槽普

及推進市町村協議会担当課長、（社）茨城県環境保全協会

理事長のご出席をいただき、環境対策課総括課長補佐より

ご挨拶を賜りました。

　その後、平成２４年度の事業計画及び収支予算など６議

案を審議し、すべての議案について承認されました。

環境対策課総括課長補佐来賓祝辞

水・土壌環境保全活動功労者表彰 塚本産業（株） 塚本　芳雄

環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部長表彰 勝田環境（株） 望月　福男

茨城県知事表彰 中山環境エンジ（株） 中山　勝夫

（社）全国浄化槽団体連合会会長表彰状 水戸工機（株）
（社）茨城県水質保全協会

成田　浩明
浅賀　博史

（社）全国浄化槽団体連合会会長感謝状 （社）茨城県水質保全協会 本田　　直

小又　　博 （有）大宮浄化槽メンテナンス 大宮支部

桑名　　晃 （有）緒川清掃 大宮支部

荒原　　敬 荒原水道工事店 潮来支部

中山　攝楫 鹿島衛生社 潮来支部

寺田美千江 常南衛生社 竜ヶ崎支部

久松　嘉子 （有）久松商事管理サービス つくば支部

木村　芳雄 （株）木村電機 下妻支部

柴沼　成明 （株）柴沼金物店 水戸支部

関谷　弘行 新生環境整備（株） 水戸支部

勝山　起一 （有）富士産業 日立支部

（社）茨城県水質保全協会理事長感謝状

（社）茨城県水質保全協会理事長表彰

浄化槽関係業者功労者表彰

受賞おめでとうございます。

今後ますますの活躍をご祈念申し上げます。
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役　職 代　表　者 会　社　名 〒 会員住所 電話番号 ＦＡＸ

理事長 安斉　猛男 ㈱ダイセツ 314-0022 鹿嶋市長栖1879-372 0299-82-0950 0299-82-5399

副理事長

中山　勝夫 中山環境エンジ㈱ 300-2645 つくば市吉沼4321 029-875-4880 029-875-4881

落合　　勇 ㈱落合工業所 308-0857 筑西市小川1400-6 0296-28-1616 0296-28-1666

成田　浩明 水戸工機㈱ 311-4143 水戸市大塚町1845 029-252-5311 029-252-5313

専務理事 椿　　一則 （社）茨城県水質保全協会 310-0905 水戸市石川1丁目4043-8 029-291-4000 029-309-5005

理　事

大竹　伸一 ㈱フジクリーン茨城 311-4164 水戸市谷津町細田1-21 029-254-7777 029-254-7778

露﨑　正男 ㈱博相社 309-1611 笠間市笠間2192-36 0296-72-6670 0296-72-1588

望月　福男 勝田環境㈱ 312-0032 ひたちなか市津田2554-2 029-272-2141 029-272-9948

山田　久明 山喜㈱ 311-0115 那珂市西木倉257-1 029-298-3043 029-298-6329

野内二三雄 野内商事㈱ 313-0053 常陸太田市東三町2159 0294-72-0875 0294-73-0670

鈴木　　修 （協）茨城県北環境衛生センター 319-3551 久慈郡大子町池田2622-7 0295-72-2272 0295-72-5220

五十嵐裕治 ㈱タケムラ 319-1231 日立市留町前川1270-16 0294-53-1711 0294-52-5773

早川　與勝 北茨城市企業衛生㈱ 319-1723 北茨城市関本町関本中浜道1555-1 0293-46-0221 0293-46-6262

茂木　一男 大洋設備工業㈱ 311-2104 鉾田市梶山473-2 0291-39-4973 0299-69-5062

須賀田一郎 ㈱須賀田設備工業 311-2206 鹿嶋市武井13 0299-69-2922 0299-69-2877

伊沢　勝義 ㈱住恵 302-0023 取手市白山4-2-12 0297-73-2270 0297-74-2605

宮本　秀男 ㈱プラントサービス 300-0013 土浦市神立町3615-1 029-830-1411 029-832-0096

繁藤　洋一 ㈲玉里クリーン 311-3434 小美玉市栗又四ケ2572-2 0299-26-6447 0299-26-9452

早乙女芳雄 早乙女設備工業所 304-0061 下妻市下妻丙75 0296-44-5079 0296-44-0828

吉田　　清 ㈲吉田設備 303-0022 常総市水海道渕頭町2965 0297-22-1412 0297-22-1416

霜田嘉津郎 ㈱東研 306-0433 猿島郡境町1437-7 0280-87-1245 0280-86-6753

山本登喜男 ㈱山本設備 306-0232 古河市東牛谷891 0280-98-2666 0280-98-3758

下条　和徳 ㈱ハウステック水戸営業所 310-0911 水戸市見和1-336-6 029-227-1011 029-227-1016

役　職 代表者 会社名 〒 会員住所 電話番号 ＦＡＸ

監　事

犬塚　行治 ㈱和城産業 314-0021 鹿嶋市粟生東山2303 0299-82-5931 0299-83-7737

里見　博孝 茨城日化サービス㈱ 312-0063 ひたちなか市田彦434-1 029-274-2451 029-275-0229

長塚　俊宏 ㈱学園関東サービス 305-0062 つくば市赤塚610-11 029-838-0971 029-838-0972

相談役
五十嵐　宏 ㈱タケムラ 319-1231 日立市留町前川1270-16 0294-53-1711 0294-52-5773

藤枝　金三 常盤工事㈱ 300-0812 土浦市下高津1-2-21 029-821-1942 029-823-2727

顧　問 住谷　秀一 茨城県生活環境部環境対策課 310-8555 水戸市笠原町978-6 029-301-2966 029-301-2969

監事・相談役・顧問

［5］水 環 境 い ば ら きvol.15



1　健全な水環境に資する浄化槽の整備促進
　汚水処理施設の効率的・効果的な整備を図るとともに、循環型社会の形成を推進するため、健全な水環境に

資する浄化槽整備の一層の促進に必要な予算を計上。

○循環型社会形成推進交付金　８, ４２１百万円
　・市町村の自主性と創意工夫を活かしながら浄化槽の整備を推進するための予算

【単位：百万円】

注1：上段 (　) は、内閣府〔沖縄〕、国土交通省〔北海道、離島〕計上分を含めた額

※上記の他、内閣府に地域再生基盤強化交付金 (汚水処理施設整備交付金 )を計上　総額５８８億円の内数
・地域再生計画に基づいて、環境省、農林水産省、国土交通省所管の汚水処理施設の整備を効率的に行うため

の、事業間での融通や年度間での事業量の変更が可能な予算。

2　国の支援措置の充実・強化のための助成制度の見直し
改○低炭素社会対応型浄化槽整備推進事業の延長
　　２２年度、２３年度に実施してきた低炭素社会対応型浄化槽整備推進事業について、日本における温室効果

ガスの削減目標達成のための浄化槽分野におけるCO2削減対策の促進を図るため、制度を延長する。

3　浄化槽整備等のための支援強化
改○浄化槽整備区域設定支援事業費　　　１４百万円
　　我が国の汚水処理施設の未普及人口の解消を図るため、市町村による積極的な浄化槽整備区域の設定を支援

し、浄化槽の整備促進を図る。具体的には、今後浄化槽整備の事業計画を策定しようとしている自治体に対す

る支援ツールを策定し、提供していく。

新○浄化槽有効利用・技術開発調査検討費　９百万円
　　被災地に導入されている浄化槽について、資源の有効利用の観点から再使用や再資源化に関する技術的検討

を行う。また、今回の震災での破損状況を踏まえ、地震・津波等の災害に耐えうる浄化槽について、技術的観

点からの調査を行う。

○し尿処理システム国際普及推進事業費　１５百万円　
　　国連ミレニアム開発目標に掲げられた国際的な衛生問題の解決のため、国際ネットワークを活用し我が国の

分散型処理システムの海外への導入可能性について調査する。

　　また、し尿処理に関する現地調査及び技術移転に関する検討を行い、我が国のし尿処理技術の普及に向けた

一層の取組を展開する。

4　その他
<東日本大震災復興交付金として復興庁計上>
○低炭素対応型浄化槽等集中導入事業

　　東日本大震災により被害のあった地域における、低炭素社会対応型浄化槽（市町村設置型・個人設置型）及

び通常型浄化槽（個人設置型）の迅速な整備において財政支援を行い、被災地の生活排水対策の早期回復を図る。

平成 23年度　予算額 平成 24年度　予算額 対前年度比　%

循環型社会形成推進交付金
(10,969)
10,527

(8,990)
8,421

(82.0)
80.0

浄化槽整備事業の内訳

平成24年度浄化槽推進関係国予算の概要
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市町村名 通　常　型 窒素除去型 窒素及びりん除去型 設置基数計 単独浄化槽撤去

県
央
地
区

水戸市 110 190 0 300 60
笠間市 0 200 0 200 120
ひたちなか市 350 0 0 350 50
那珂市 130 0 0 130 20
茨城町 0 30 0 30 20
大洗町 8 10 2 20 0
城里町 21 3 0 24 5
東海村 25 0 0 25 4

県
北
地
区

日立市 14 0 0 14 15
常陸太田市 60 0 0 60 70
高萩市 10 0 0 10 2
北茨城市 125 0 0 125 8
常陸大宮市 110 0 0 110 40
大子町 0 0 0 0 20

鹿
行
地
区

鹿嶋市 21 0 51 72 24
潮来市 0 0 10 10 3
神栖市 78 69 11 158 15
行方市 0 0 20 20 5
鉾田市 22 19 34 75 20

県
南
地
区

土浦市 0 21 1 22 3
石岡市 0 132 3 135 15
龍ヶ崎市 0 45 0 45 20
取手市 47 0 0 47 7
牛久市 0 57 8 65 20
つくば市 6 87 2 95 10
守谷市 0 0 0 0 0
稲敷市 0 25 0 25 15
かすみがうら市 0 60 0 60 32
つくばみらい市 32 5 2 39 5
美浦村 0 6 0 6 2
阿見町 0 71 2 73 10
河内町 0 11 0 11 2
利根町 0 10 0 10 5

県
西
地
区

古河市 100 0 0 100 15
結城市 80 0 0 80 20
下妻市 59 1 0 60 10
常総市 130 0 0 130 40
筑西市 68 92 0 160 50
坂東市 105 0 0 105 30
八千代町 26 0 0 26 25
五霞町 0 0 0 0 0
境町 10 0 0 10 3
合　　　計 1,747 1,144 146 3,037 840

平成24年度　浄化槽設置整備事業
　下記の基数は，予算状況等により変更になることがあります。
詳細は、各市町村の担当窓口へ照会願います。
●個人設置型

●市町村設置型
市町村名 通常型 窒素除去型 窒素及びりん除去型 設置基数計 単独浄化槽撤去
桜川市 0 0 59 59 10
小美玉市 0 0 30 30 2
行方市 0 0 30 30 5
合　　計 0 0 119 119 17
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事 業 計 画 概 要 理事会・委員会等

6 月

・事業計画概要の決定
・新事務所立地場所の検討
・広報マグネット板等のデザインの検討・決定
・嘱託採水員新規 (12日 )、更新 (19日 ) 講習会

・三役会
・第１回事業推進委員会
・第1回事務所建設委員会

7 月

・親睦ゴルフ（中下旬）
・新事務所立地場所の検討・決定及び建物の規模・レイアウト
及び建設費・建設資金計画等の検討

・保守点検講習会（9、11日）
・嘱託採水員更新講習会 (10日 )
・広報紙「水環境いばらき」の発行

・第１回理事会
・三役会

・第２回事務所建設委員会

8 月
・茨城県霞ケ浦環境科学センター夏祭りへの参加（25日）
・茨城県防災訓練への参加（下旬）
・嘱託採水員更新講習会 (7日 )

・三役会

9 月

・新事務所の規模・レイアウト・建設費等の検討・決定、設計
業者の選定及び設計業務委託

・新事務所建設資金計画及び借入先の検討・決定
・浄化槽管理士資格認定講習会 (10～ 22日 )
・嘱託採水員新規 (11日 )、更新 (18日 ) 講習会

・第２回理事会
・三役会
・第1回総務財政委員会
・第３回事務所建設委員会

10 月

・茨城町涸沼環境フェステバルへの参加
・広報啓発（県広報紙「ひばり」への掲載）
・有害廃棄物等撤去基金への寄付金贈呈
・全国浄化槽技術研究集会への参加（17～18日：岩手県）
・嘱託採水員更新講習会 (16日 )
・浄化槽施工管理技術講習会

・三役会
・第1回法定検査運営委員会
・第1回法定検査推進委員会

11 月
・中間決算報告 ・第３回理事会

・三役会
・第２回総務財政委員会

12 月
・協会旗の検討
・平成２５年度事業計画検討

・三役会
・功労者顕彰委員会
・第2回事業推進委員会

平成 25年

１月

・協会旗の検討・決定
・広報紙「水環境いばらき」の発行

・三役会

２月
・新事務所設計書（案）の検討・決定
・平成２５年度事業計画及び予算（案）検討
・嘱託採水員新規 (５日 )、更新講習会 (13日 )

・三役会

・第４回事務所建設委員会

３月

・新事務所設計書の検討・決定
・公益社団法人の認定
・平成２５年度事業計画及び予算（案）の審議・承認
・広報啓発（県広報紙「ひばり」への掲載）

・第４回理事会
・三役会
・第３回総務財政委員会

４月

・公益社団法人の設立の登記
・平成２４年度事業計画及び決算の承認

・第５回理事会
・三役会
・第４回総務財政委員会
・第２回法定検査運営委員会
・第２回法定検査推進委員会

５月 平成２５年度通常総会

平成24年度　（社）茨城県水質保全協会事業計画概要

＊上記事業以外の通年事業計画：法定検査 72,500 件（7条検査：4,500 基、11 条検査：35,000 基、新 11 条検査：33,000 基）、機能保証登録受付：3,000 基
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　浄化槽の法定検査について

　日立支部総会報告 日立支部長　五十嵐　裕治　

　日立支部では第３８回の通常総会を、去る５月１８日に開催致しました。

当日は県北県民センター環境・保安課の荘司課長補佐を来賓に迎え、前年度の事業報告、決算、今年度事業

計画、予算を審議し全て原案通り可決承認されました。

　また役員の選任にあたっては全員留任とし、継続して支部運営にあたることと致しました。

荘司補佐からはご挨拶の中で、本年度も国の緊急雇用対策が継続され、臨時職員を確保できたことから前年

に引き続き戸別訪問を実施する旨報告があり、支部の協力を要請されました。

　支部からは昨年度戸別訪問を行った担当理事から報告と問題点が挙げられ、今年度も県、市、協会の三者

連携をさらに密にし、遺漏のない計画で効率の良い戸別訪問に当たるよう努力していくことが提案されまし

た。

　昨年度は三月の震災、それに伴う浄化槽の再点検、補修報告に追われ、秋には全国浄化槽研究集会への参

加、そして戸別訪問の実施と活発な支部活動を展開いたしましたが、今年度もよりよい環境の一助となるべ

く活動してまいりたいと思います。

　以下は、総会で報告された昨年度戸別訪問担当理事の所感です。

㈲富士産業　勝山　起一　

　２月１６日、２月２０日、２月２１日の３日間、県北県民センター環境・保安課、日立市環境衛生課の方々

と共に浄化槽の法定検査の義務について指導等実施してきました。

　実施地域は、十王町を中心に調査件数９１件その内、在宅３８件 ( 浄化槽法１１条検査１８件申込 )、不

在宅４３件、被災宅５件、下水道接続５件、訪問してきました。

　私たちが常日頃自分の体の健康管理に気をつけていると同様に、浄化槽についても法定検査という健康管

理が必要です。

　浄化槽は、し尿と雑排水を同時に処理して、きれいな水を放流するための施設です。

　時々、この様な話をききます。点検してないのに『点検しました！』と数分の時間で点検したようにした

り、点検作業が雑で高額な料金を払わせたりする業者がいるようです。

　その結果、汚泥が側溝に流れ近所迷惑になったり、伝染病の原因になるケースがあります。この様な悪質

業者や点検技術のレベルが低い浄化槽管理士に対して適正に浄化槽の機能がされているかを検査するのが必

要不可欠な法定検査だと思います。

　これからも、浄化槽によるし尿と雑排水の適正な処理を図り、これを通じて生活環境の保全及び公衆衛生

の向上に寄与していきます。
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　平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災においては、茨城県をはじめ、東北地方の多くの地域で地

震・津波による被害がありました。（社）全国浄化槽団体連合会は、保証制度から特別枠として保証登録被

災浄化槽について保証する方針を決定し、被災１１県に７, ０００万円の配分をするとし当県にも５００万

円が配賦されることになりました。　

　当協会は、平成２３年７月８日開催の第２回理事会において「東日本大震災に伴う浄化槽被害に対する保

証制度基金特別会計からの特別支出における基本的な運用方針」等について協議し、保証制度登録浄化槽で

現在地において使用する浄化槽に特別支出額の範囲内で補修費の負担をすることとしました。

　その後、平成２３年８月２６日の第３回理事会においては、「東日本大震災による浄化槽補修費負担の実施

方法等」について協議・検討をしました。

補修費支出の要件としては、①震災時、全浄連機能保証制度の登録浄化槽で保証年数満了前の浄化槽であり、

平成２２年度において概ね規定通り保守点検・清掃及び法定検査を実施している浄化槽であること。②東日

本大震災により、最大震度６弱以上の市町村において、被害を蒙った浄化槽であること。③補修して、今後

も現在地において使用する浄化槽であること。④補修に要した経費が３万円以上の浄化槽であること。等と

し全てを満たす浄化槽としました。

　また、補修費の支出に当たっては、会員である保守点検業者・清掃業者の方に、そして、新１１条検査の

採水業者の方にも依頼し被災状況の取りまとめをすることにしました。

　平成２４年１月１２日には、第１回地方保証制度審査委員会を開催し「浄化槽補修工事に係る概要報告状

況」および「補修費支出浄化槽の選定および支出額」について協議・検討をいたしました。

被災した浄化槽は、保守点検業者・清掃業者の方から「浄化槽補修工事に係る概要報告書」により３１件の

報告があり、精査の結果、要件を全て満たす補修費支出浄化槽について１３件が該当しました。（最終的には、

１件工事未着工浄化槽が有った為１２件になりました。）

また、補修費支出額は、被災された方に手厚い対応をとの考えに基づきまして、①補修費用額が５０万円ま

での浄化槽については全額支給を、②５０万円を超える浄化槽については５０万円プラス超えた額の２分の

１の額を支給することにしました。なお、被災調査にご協力頂いた業者の方には、「報告手数料」として浄

化槽１件につき５千円の手数料支払いをさせていただくことにしました。

　平成２４年２月１３日開催の第６回理事会においては、第１回地方保証制度審査委員会で協議・検討の「補

修費支出浄化槽」および「補修費支出額」等が原案の通り承認されました。
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①報告件数 ３１件

②補修内容

　　ア）槽破損修理 （３件）

　　イ）槽浮上復旧 （２７件）

　　ウ）仕切板変形・破損修理 （５件）

　　エ）槽内配管等破損修理 （２件）

　　オ）ブロワ交換 （０件）

③補修費支出見込額 １７, ７３０千円

　①補修費支出件数 １２件

　②補修費等支出総額 ５,０００千円

　　　ア）補修費支出額 ４,６６０千円

　　　イ）概要報告手数料 １５５千円

　　　ウ）諸経費 １８５千円

補修工事の概要報告状況 補修費等支出状況

　　平成２４年３月２９日には、被災された方に金融機関を通し浄化槽補修費の支払いをさせていただきました。

会員の皆様、新１１条検査の保守点検業者・清掃業者の方には、業務ご多忙の折にもかかわらず震災後の浄化槽緊

急一斉点検、浄化槽の被害状況や情報提供等にご協力をいただきまして誠にありがとうございました。

　なお、（社）全国浄化槽団体連合会には、「修補報告書総括表」および「浄化槽機能保証制度による修補アンケー

ト」等を取りまとめ当事業の報告をさせていただきました。

＜被害状況等写真＞

①槽破損等

②槽浮上 , 液状化被害
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１　試験日時　　平成２４年７月８日（日）午前１０時００分～午後３時００分
２　試 験 地　　宮城県・東京都・愛知県・大阪府・福岡県
３　受験資格　　次のＡ、Ｂ、Ｃのいずれかに該当する者

Ａ　学歴と必要な実務経験年数

学　　歴
浄化槽工事の施工に関する必要な実務経験年数

指定学科 指定学科以外

大学・旧大学卒業後 １年以上 １年６ヶ月以上

短大・高専・旧専門学校卒業後 ２年以上 ３年以上

高校・旧中学卒業後 ３年以上 ４年６ヶ月以上

上記以外 ８年以上

（注）「指定学科」とは、省令で定めている学科で、土木工学、都市工学、衛生工学、電気工学、機械工学又は建築学に関する学科をいう。

Ｂ　建設業法による１級又は２級管工事施工管理技術検定に合格した者
Ｃ　職業能力開発促進法（旧職業訓練法）による技能検
　　配管（建築配管作業）とするものに合格した者（同法による給排水衛生設備配管又は配管工を含む。）ただし、１６
年度以降に２級配管（建設配管作業）に合格した者にあっては、同種目に関し４年以上の実務経験を有する者

講習地 講習期間 受付期間

仙台市 平成 24 年 5月 28 日（月）~ 6 月 1日（金） 平成 24 年 4月 11 日（水）~ 4 月 25 日（水）

東京都
平成 24 年 6月 11 日（月）~ 6 月 15 日（金） 平成 24 年 4月 23 日（月）~ 5 月 11 日（金）

平成 24 年 12 月 10 日（月）~12 月 14 日（金） 平成 24 年 10 月 29 日（月）~11 月 12 日（月）

平成２４年度「浄化槽設備士試験」のご案内

平成２４年度「浄化槽設備士講習」のご案内（近隣会場）

平成２４年度「浄化槽管理士試験」のご案内
１　試験日時　　平成２４年１０月２８日（日）
２　試 験 地　　宮城県、東京都、愛知県、大阪府、福岡県
３　受験資格　　学歴、実務経験等の受講資格は一切問いません。

平成２４年度「浄化槽管理士講習」のご案内（近隣会場）

講習地 講習期間 受付期間

宮城県 平成 24 年 6月 25 日（月）~ 7 月 7日（土） 平成 24 年 5月 14 日（月）~ 5 月 21 日（月）

東京都

平成 24 年 5月 21 日（月）~ 6 月 2日（土） 平成 24 年 4月 16 日（月）~ 4 月 23 日（月）

平成 24 年 7月 9日（月）~ 7 月 21 日（土） 平成 24 年 6月 4日（月）~ 6 月 11 日（月）

平成 24 年 9月 24 日（月）~10 月 6日（土） 平成 24 年 8月 20 日（月）~ 8 月 27 日（月）

平成 24 年 11 月 26 日（月）~12 月 8日（土） 平成 24 年 10 月 19 日（月）~10 月 26 日（月）

平成 25 年 3月 4日（月）~ 3 月 16 日（土） 平成 25 年 1月 28 日（月）~ 2 月 4日（月）

平成２４年度「浄化槽設備士試験」、「浄化槽設備士講習」、「浄化槽管理士試験」、「浄化槽管理士講習」の
問い合わせ先

公益財団法人　日本環境整備教育センター　〒130-0024東京都墨田区菊川2-23-3

TEL：03-3635-4881　http ://www.jeces .or . jp
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●講習期間　　平成２４年９月１０日（月）～９月２２日（土）（１３日間連続です）

●開催場所　　茨城県県民文化センター、社団法人茨城県産業会館

●受講料金　　１２９，７００円（浄化槽設備士資格取得者で受講一部免除を選択する者１２０，２００円）

●受付期間　　平成２４年７月３０日（月）～８月６日（月）

●受講資格　　学歴、実務経験を一切問いません。（どなたでも受講できます）

●定　　員　　１００名（先着順）
　　　　　　　　　※詳細については、当協会総務部総務課までお問い合わせください。

平成２４年度　「浄化槽管理士講習会」茨城会場開催

●主　　旨　　浄化槽設備士、浄化槽工事業者等を対象とした、性能評価型浄化槽の施工管理に対応した

技術の習得・向上を目的とした講習会です。

●主　　催　　公益財団法人日本環境整備教育センター

●開 催 日　　平成２４年１０月１０日（水）

●開催場所　　茨城県市町村会館１Ｆ講堂

●講習内容

　　　　　　　　※詳細については、当協会総務部総務課までお問い合わせください。

平成２４年度　浄化槽施工管理技術講習会　茨城会場開催

講　習　内　容 講習時間

①　浄化槽行政と浄化槽整備事業 １時間

②　性能評価型（小型）浄化槽の種類と特徴 ２時間

③　浄化槽工事と安全管理 １時間

④　浄化槽工事に適用可能な施工技術 １時間

⑤　みなし（単独処理）浄化槽の活用事例 １時間

計 ６時間
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　新11条検査を実施するためには、日頃保守点検業務を通して水環境の保全に寄与されている浄化槽管理士の皆

さんに嘱託採水員になっていただく必要があります。法定検査の実施率を高めるため、より多くの方に受講していた

だきたいと思いますので、今年度も下表の日程で新規及び更新講習会を開催いたします。　　　　　　　　　　

　特に、更新講習会については、期限が切れる前に受講頂きませんと採水業務に就けなくなりますのでご注意願い

ます。

平成 24 年度嘱託採水員講習会実施要領

新規講習会 更新講習会

開
催
日

①6月12日（火）
②9月11日（火）
③2月 5日（火）

① 6月19日（火）水戸会場定員50名
② 7月10日（火）
③ 8月 7日（火）
④ 9月18日（火）
⑤10月16日（火）
⑥ 2月13日（水）

対
象
者

・茨城県に登録している保守点検業者の従業員で浄化
　槽管理士の資格を持っている方

・平成24年度中に登録期間が満了となる126名が
対象です。その内の57名は６月19日までに登録
が切れますので、①で必ず受講下さい。

開
催
場
所

・当協会会議室で行いますので、１回当たり20名で
　締め切ります。

・①以外は当協会会議室で行いますので、１回当たり
　20名で締め切ります。

申
込
・
提
出
物

①新11条検査採水業務受託申込書（新規業者のみ）
②嘱託採水員講習会受講申込書
③浄化槽管理士免状の写し
④身分証明書用写真（ヨコ３cm×タテ４cm）
　（写真の裏面に必ず氏名を記入のこと）

①嘱託採水員更新講習会受講申込書
②身分証明書用写真（ヨコ３cm×タテ４cm）
　（写真の裏面に必ず氏名を記入のこと）
③旧委嘱状、旧身分証明書は書き替えますので、返納
願います。

＜申込及び書類等の提出は、開催日の１週間前までにお願いします。＞

受
講
料

･当協会会員･･･ 2,000円
･非会員･･･････ 7,000円

･当協会会員･･･ 1,000円
･非会員･･･････ 3,000円

＜納入は提出書類等と同様、開催日の１週間前までに郵便振替にてお願いします。＞

※申込書、振替用紙等については指定用紙がございますので、お問い合わせください。

【問い合わせ先】　水質検査課　TEL 029-291-4004　FAX 029-309-5006
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　救命講習会

　ソフトボール大会

支　　部 事　業　所　名 所　在　地 業　種
水戸支部 ㈱アイエス 水戸市見川2-276-5 日成ビル1-1 保　守

潮来支部
池田清掃社 神栖市深芝南5丁目1-6 保守・清掃
㈱さくら清掃社 神栖市波崎9282-1 保守・清掃

竜ヶ崎支部 八千代機工㈱茨城営業所 龍ヶ崎市入地町135-8 保守・施工
土浦支部 ㈲常総クリーンサービス 土浦市霞ヶ岡町2-22 保守・施工

つくば支部
新和アメニティ㈱ つくば市大角豆2011-70 保　守
㈲久松クリーン産業 つくば市上横場2006 清　掃

　平成２４年４月１３日（金）当協会会議室において、職員１７名の参

加で「救命講習会」を実施いたしました。

　この講習会は、講師に社団法人水戸地区救急普及協会より堀口氏他

２名を迎え、救急現場に居合わせた際に適切な応急手当が施せるよう

に、心肺蘇生法や止血法、AED装置の使い方を学びました。

　平成２４年５月１３日（日）田野市民運動場において、一般財団法人

水戸市勤労者福祉サービスセンター主催のソフトボール大会が開催され、

職員１３名が参加しました。

　今年で１５回目となる今回も熱戦が繰り広げられ、見事にＢブロック

３位に入賞することができました。

平成２３年度新入会員紹介

　７月２日（月）から９月２８日（金）の平日午前９時から午後８時まで

（８月１３日から１５日の盆期間を除く）を節電期間として、国から節電

が要請されております。日常生活や経済活動に支障のない範囲で節電

にご協力願います。

今夏に向けた節電のお願い
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泉が森［日立市］

〒310-0905  茨城県水戸市石川1-4043-8

社団法人  茨城県水質保全協会
茨城県知事指定浄化槽検査機関

�����������������������������������総務部

新住所

水戸市三の丸3-11-13

総務部　TEL.029-227-4821　FAX.029-227-4822

検査部　TEL.029-227-4836　FAX.029-227-4592

旧住所

http://www.e-mizu-ibaraki.com/ホームページ

�����������������������������������検査部

総務部

協会の業務案内

●浄化槽に係る広報及び啓発

●浄化槽の機能保証事業

●設置届出書、保守点検及び清掃カード等
　の図書類販売

検査部

●浄化槽の法定検査
●水質保全に関する教育指導
●浄化槽の設計施工及び維持管理に関する指導
●技術的相談業務
●各種調査、試験

一口メモ一口メモ

大腸菌群
　大腸菌群とは、細菌を識別する際に用

いられるグラム染色法で染色されない細

菌で、乳糖を分解して酸とガスを生成

し、芽胞という一種の殻を形成しない細

菌の総称をいう。

　この中には、ふん便性と非ふん便性の

大腸菌群がある。し尿1ml中には数百万

個の大腸菌群数が含まれているため、水

中に大腸菌群が存在することは、その水

がし尿によって汚染されていることを示

し、病原菌を含む可能性を表している。

　また、大腸菌群の多少は、汚濁の程度

と関係しているため、処理水質によって

大腸菌群数も大きく異なる。

浄 化 槽
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バス徒歩
J R 赤塚駅北口
徒歩20分

J R 赤塚駅北口から
石川二丁目下車
徒歩 5 分

協会案内図
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平成２４年度人事異動

新 旧 氏　　　名
事業推進室　係長 事業推進室　主任 佐藤　政博
検査部検査第２課　係長 検査部検査第２課　主任 倉川　俊洋
検査部検査第３課　係長 検査部検査第２課　主任 飛田圭一郎
検査部検査第1課　主任 検査部検査第1課 作田　昭彦
総務部総務課　主任 総務部総務課 藤田　淳一
総務部経理課　主任 総務部経理課 檜山　尚子

１　昇格　 （平成２４年４月１日付）

新 旧 　　氏　　名
検査部検査第１課　主任 検査部検査第３課　主任 谷口　貴郎
検査部検査第２課　主任 検査部検査第１課　主任 羽成　敏行
検査部検査第２課　主任 検査部検査第１課　主任 伊藤　　聡
検査部検査第１課 検査部検査第２課 村山　　剛
総務部経理課嘱託 総務部総務課嘱託 髙野　晃子

２　内部異動 （平成２４年４月１日付）

所　　属 氏　　名
検査部検査第１課 安嶋　宏明
検査部検査第２課 水越　晶久
総務部総務課嘱託 若泉佳代子

３　新規採用 （平成２４年４月１日付）

所　　属 氏　　名
総務部経理課嘱託 斉藤菜穂美

４　退職 （平成２４年３月３１日付）
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